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 産総研では超伝導デバイスを利用してつくられた量子電圧雑音源を用いて熱雑音の雑音電力を精密に測定する

技術の開発に取り組んでいる。これにより、熱力学温度の精密測定およびボルツマン定数の再定義に貢献したいと

考えている。 

図１は水の三重点温度に置いた１００Ωの抵抗器の熱雑音と量子電圧雑音源(QVNS)が発生する信号のパワース

ペクトルである。抵抗器のパワースペクトル密度Svはナイキストの式Sv=4kTR（k:ボルツマン定数、T:温度、R：抵抗値）

で表される、周波数に依存しない一定値となる。一方、QVNSに関しては、全ての高調波の振幅はスペクトル強度の

平均値が抵抗器のスペクトル強度と等しくなるように設定されており、電荷素量e、プランク定数h、クロック周波数およ

び任意数値係数のみで記述できる。両者のスペクトル強度の比からボルツマン定数を求めることができる。図２は測

定から評価したボルツマン定数である。実験値と2010年のCODATAの値との間には+60 ppm程度ズレがあるように見

えている。現在、このズレの原因について調査中である。 
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